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進歩を遂げた肝炎治療を届けるために

大分大学医学部附属病院肝疾患相談センター主催



「第 10回 地域肝炎治療コーディネーター教育セミナー
【日本医師会生涯教育講座1.5単位認定】取得カリキュラムコード・地域医療/13、 慢性疾患・複合疾患の管理/73

謹啓

晩秋の候、皆さまにおかれましては益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。この度、下記のとおり、セミナー
を開催させて頂く運びとなりました。万障お繰り合わせのうえ、ご出席賜りますよう宣しくお願い申し上げます。
地域肝炎治療コーディネーター又は医療従事者の方で、参加可能な方はFぶ にて、別紙申込み用紙をご送付くださ
い.

す。

謹白

記

同  時 E 平成 28年 1月 21日 (本)18:30～ 20:∞

場  所 : ホル トホール大分 3階『 大会議室』
大分市金池南―丁目5番 1号 (代表)TEL 097-576-7555

テ ー マ :「 進歩を遂げた肝炎治療を届けるために 」

総含司会 大分大学医学部附属病院  消化器内科 遠藤 美月 先生

【話題提供 1】 ‐18:30～18:50(20分)

座長 :大分医療センター 消化器内科医長  出下 勉 先生

「肝炎治療の最新情報」

活 大分大学医学部附属病院 消化器内科

【講 1演 】 18:50～19110(20分)

織部 淳哉 先生

座長 :新別肘病院 消化器内科部長  劃 ‖浩― 先生

「手遅れ肝がんを防ぐために|」

演者:大分大学医学部附属病院 消化器内科 本田 浩― 先生

[全員参加のディスカッション1 19110～20100(50分)

司会 清家正隆

コメンテーター :爵割ll光江 所征範 遠藤美月 大河原均 成田竜一 各先生

※会場の駐車場は数に限りがありますので、ご来場の際は徒歩または電車バス等の公共交通機関をご利用いただけますよう、
ご協力をお願いいたします。

<主催>大分大学医学部附属病院 肝疾患相談センター

<後援>大分県・大分県医師会 口大分県薬剤師会 ,大分県看護協会



肝炎治療の最新情報

織部 淳哉

2014年 9月 からジェノタイプ lb型を対象としてインターフェロン (IFNlを使用しない

経日 C型肝炎治療薬であるダクラタスビルとアスナプレビルが使用できるようになりまし

た。従来の IFNよ り副作用が少なくウイルス駆除率も高いため、経目薬が C型肝炎治療の

主流となりました。その後ジェノタイプ 2型ヘソフォスプビル、リバビリン併用療法が、ジ

ェノタイプ la、 lb型ヘレジパスビル、ソフォスプビルの合剤が認可され、より多くの C型

肝炎患者への治療が可能となつています。それぞれの薬剤は当院で実際に使用しています。

治療途中の薬剤もありますがどの薬剤も効果が高く、ほとんどの症例で開始 8週以内に

HCVが陰性化していました。現在も有効性、安全性の観察を継続しています。2015年から

はパリプレビル、オムビタスビル、リトナビルの合剤が使用できるようになり、その後も新

規薬剤の治験が予定されています。抗ウイルス剤の選択肢が増え、今後は各症例の合併症や

内服薬、薬剤耐性の有無などに応じて使い分ける必要があります。



手遅れ肝がんを防ぐために

本田 浩一

肝がんのステージは①腫瘍の大きさ (2cm以下か 2cm超か)、 ②腫瘍の個数 (1個か 2個

以上か)、 ③脈管侵襲の有無、④ リンパ節転移の有無、⑤遠隔転移の有無の 5項目より判定

されます。項目①～③、つまり、腫瘍の大きさが 2cm以上かつ個数が 2個以上かつ脈管侵

襲がある場合はステージ 4aで、さらに遠隔転移を伴うとステージ 4bです。ステージ 4a、

4bは肝がんが高度に進行した状態であり、ほとんどの場合根治的な治療が困難であり、リ

ザーバー動注 (持続肝動注療法)やソラフェニブ (分子標的薬)な ど抗がん剤による治療が

行われます。がん進行のため、肝機能が不良である場合も多く、その場合はがんに対して治

療を行うことができません。

肝がんの特徴はがんができやすい人が分かつているということです。肝がんになる人の 3

人に 2人は肝炎ウィルスに感染しています。肝がんの原因の約半数は C型肝炎ウィルスが

原因であり、約 15%は B型ウィルスが原因です。C型肝炎、B型肝炎 とも健診などで行わ

れる血液検査で容易に診断することができますが、日本ではまだ国民の半数ほどしか肝炎

検診を受けていないと推測されています。あるいは、健診を受けたことがあつても、結果に

ついて覚えていない人も多く、また、知つていても病院を受診しない人が多いのも問題とな

っています。B型肝炎も C型肝炎も抗ウィルス薬の進歩によりほとんどの人が治る時代に

なりました。行政、医療機関、肝炎コーディネーターなどが一体となつて、根気強く月干炎検

査の受検、受診、受療を呼びかけていくことが手遅れ肝がんを防ぐために重要と考えられま

す。
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